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年末年始のご案内 
 

 新年へ向けて、二年参りは古町神明宮へぜひご参拝下さい。 

大晦日は、夜から元旦にかけて新年のご祈祷を行っている他、あたたかい 
甘酒、新年へ向けたお守りや絵馬等の各種授与品を揃えております。 

「一年の計は元旦にあり」新年へ向け神社へお参りすることで、心清らかに 
1年の始まりを迎えていただければと思います。 

 

神主コラム 
「お雑煮のお話」 

 

 おせちの他にお正月に欠かせないのが、 
「お雑煮」ですね。お雑煮は大晦日の夜に 

その土地でとれた海や山の幸を神様にお
供えした後、おさがりとして煮て食べたのが

始まりです。元旦から３日かけてお雑煮を食

べる事は「食い上げる」といって毎日１個ず
つ餅を増やすと縁起が良いそうです。また、

箸で餅や菜っ葉をつかんで上に上げると
「もち（餅）上げる」「名（菜）を上げる」とい

われ、その家の家運が上がるとされます。

皆さまもぜひ、やってみてはいかがでしょうか。 

巫女コラム 
「手前味噌作り」 

 
 先日、新潟市内の糀屋さんをお呼びして、
友人たちと味噌仕込みをおこないました。茹
でた大豆と米糀のいい香り、そしてそれを素
手で混ぜ合わせ、その味噌をそれぞれ家
に持ち帰り、来年の秋には出来上がります。
昔、味噌は病気を防ぎ、健康を保つ薬とし
ても重宝されていたと聞きます。糀屋さん曰く、
市販の大量生産された味噌より、手作りの
生味噌は効能も味も格別、とのこと。昔な
がらの日本食はやっぱりすばらしいですね。 

 

参道工事と白鳥神社建立について 
 
 今年の１０月より、神明宮改修工事といた

しまして参道を砂利道から石畳へ改修し、ま

た鳥居を移設するなどの工事をおこなってお
ります。本年の二年詣は皆さまのお足元が汚

れることのない清浄な参道へと変わります。 
またこの度、境内地においてすべてのアルビ

レックスチームの必勝祈願をする白鳥神社が

サポーター有志の皆さまのご寄付によって建
立されました。ぜひ、ご参拝にいらして下さい。 

（１２月中旬完成予定） 

 


